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７月２８日（金）降格は公の心で 

 部長が適任でない場合どうするか、ということは非常に

大事な問題である。日本の会社では、とりかえるというこ

とはむずかしいことである。だが、それはやらなくてはな

らない。やりにくいことをやらなければ物事は成り立たな

い。断乎としてやる勇気を持たなくてはいけない。 

 そういうときに、一つ勇気を出す方法がある。それは会

社は個人のものではない、公のものである、だから個人の

情において忍びなくても、公のためには変えなければなら

ない、と考える。実際はそう理屈通りにはいかないが、そ

のような解釈を強く持つか持たないかによって、それが適

切にできるかできないかという差がでてくるのではない

だろうか。 

 

７月２９日（土）力の限度にあった仕事を 

二、三人の人を使っての個人企業の経営者としては立派

に成績を上げたけれども、十人、二十人と人が増えてはも

うやっていけないという人もあろう。このことは、ひとり

経営者についてだけでなく、部とか課の責任者、さらには

一人ひとりの社員が仕事と取り組む上での心構えといっ

た点で大事な教訓を含んでいると思う。それは一言でいえ

ば、お互いが自分の能力を知り、その上に立って自己の適

性というか、力の限度にあった仕事をしていかねばならな

いということである。自分の能力を常に検討し、適性にあ

った仕事をしていくということになってこそ、自分自身、

ひいては会社や世の中にも貢献することができると思う

のである。 

 

７月３０日（日）声をかけるサービス 

 商売をしている限り、いつの時代でもサービスは大事で

すが、中でも特に故障や不満のないときのサービスという

ことが大事です。だんだん暑くなってきて、扇風機がそろ

そろ要るようになる。そんなとき、ちょっと立ち寄って“去

年の扇風機の調子はどうですか”と声をかける。また“お

納めした品物の具合はどうでしょう”と聞いてみる。いわ

ば“声のサービス”です。これは全くの奉仕で、それです

ぐどうこうというものではないでしょうが、ご需要家にし

てみたらどんなに嬉しく、また頼りに思われることでしょ

う。そういうところに、商売をする者の真の喜びを感じ、

尊さというものを自覚しなければならないと思うのです。 

 

７月 31 日（月）自分自身への説得 

説得というものは、他人に対するものばかりとは限らな

い。自分自身に対して、説得することが必要な場合もある。

自分の心を励まし、勇気をふるい起こさねばならない場合

もあろうし、また自分の心を押さえて、辛抱しなければな

らない場合もあろう。そうした際には、自分自身への説得

が必要になってくるわけである。 

 私がこれまで自分自身への説得をいろいろしてきた中

で、いまでも大切ではないかと思うことの一つは、自分は

運が強いと自分に言い聞かせることである。ほんとうは強

いか弱いかわからない。しかし、自分自身を説得して、強

いと信じさせるのである。そういうことが、私は非常に大

事ではないかと思う。 

 

８月１日（火）身をもって範を示す 

 指導者というものは、いろいろなかたちでみずから信じ

るところ、思うところを人びとにたえず訴えねばならない。

と、同時に大切なのは、そのことを自分自身が身をもって

実践し、範を示すようにつとめていくことであろう。“百

日の説法屁一つ”ということわざもあるように、どんなに

いいことを説いても、その成すところがそれに反していた

のでは、十分な説得力は持ち得ない。 

 もちろん、力及ばずして百％実行はできないということ

もあろう。というよりそれが人間としての常かもしれない。

しかし、身をもって範を示すという気概のない指導者には、

人びとは決して心からはしたがわないものである。 

 

８月２日（水）人間は初めから人間である 

人間はその歴史において、さまざまな知識を養い、道具

をつくり出して生活を向上させてきました。しかし私は、

人間の本質そのものは初めから変わっていないと思いま

す。人間はもともと人間であって、人間そのものとして向

上してきたと思うのです。私は人間が猿から進歩したとい

うような考え方に対しては、疑問を持っています。猿はや

はり最初から猿であり、虎は最初から虎であり、人間は最

初から人間であると思うのです。 

 人間は初めから人間としての素質、性質を与えられ、み

ずからの努力によって知識を進め、道具をこしらえて、み

ずからの生活を高めてきた、それが人間の歴史だと思うの

です。 

 

８月３日（木）強固な精神力を 

 その昔、日蓮上人は、ただ一人の聴衆の姿も見えないと

いう時でも巷に立って、わが信念を説いたと言います。何

をほざくかと馬糞を投げられ、石を投げられ、さんざんな

侮辱を蒙っても、彼はビクともせず、日本の安泰のために、

民衆の幸福のために、わが信念を傾けました。日蓮上人の

そういう態度と比べてみると、われわれとは同じ人間であ

りながら、たいへんな相違があるなという感じがします。 

 いま、われわれに必要なのは、日蓮上人のあの強固な精

神力です。日蓮上人とまではいかなくとも、せめて自分の

仕事に一つの使命を感じ、これに情熱を傾けて精進する積

極的な自主独立の精神を養いたいものです。 

 


